








































































































































不安定性のマーカーとして、ｐ53 binding protein 1(53BP1)の核
内フォーカス形成を蛍光顕微鏡下に観察し、異常な型の発現がみ
られたことに基づく。自験例でも腫瘍部周囲の正常皮膚細胞では
53BP1の異常発現が認められたが、コントロールの非被爆者では
みられなかった。今後もBCCの出現が続くことも懸念され、慎重
に経過をみてゆく予定である。
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